
 

【障がい児通所支援事業所みなみ】 放課後等デイサービス  支援プログラム  2025年3月28日 

法人（事業所）理念 
地域で生活のしづらさを感じている障がい者（児）に「多様な福祉サービスを活用し、一人ひとりの尊厳を保持しつつ、心身ともに健やかに育成され、又は自立した生活を地域社会において営むことができ

るように支援すること」を目指す。人が生きるには「生きる喜び」が必要であり、喜びは生きることを肯定し生きる意味において欠くことのできないものである。喜びを感じるのは、人と人の関係において

大切にされ信頼されているなど配慮されているときである。私たちはお客様一人ひとりが「生きる喜び」を感じられる専門的な視点に基づくサービスの提供に努めていく。 

支 援 方 針 

「安心して通ってい頂く」「ご家族に寄り添う」「不安を与えない」を信念として行っていきます。子ども達の笑顔を大切にケアの質はもとよりご家族がみなを利用する理由をしっかり受け止め、ご家族の休

息（レスパイト）に繋がる様、安心して利用できる場所である事を第一にしていきます。その為に地域の課題として関係機関との連携、情報交換を行い地域課題としての発信にも努めます。日常的な関わり

を通し、ご家族からの相談や職員個々の気づきを丁寧に拾い、支援勅の向上に努めます。ご家族が安心して仕事に専念できる事が誰もが安心して暮らす地域社会に繋がると考え目標としていきます。個別リ

ハビリの提供、楽しめる行事、製作活動、外出レク等を取り入れ個々の成長を促していきたいと考えています。 

営 業 時 間 9 : 0 0 ～ 1 7 ： 0 0（延長有） 送 迎 実 施 の 有 無 あり 

支 援 内 容 

本

人

支

援 

健 康 ・ 生 活 
健康状態をご家族、学校からの申し送りで把握し共有します。のんびりできる場所、楽しく安心できる場所の環境作りをしていきます。 

 

運 動 ・ 感 覚 
リハビリスタッフが普段の遊びの中から個々に合わせたリハビリやマサージを行い安全に運動能力を高めていきます。 

 

認 知 ・ 行 動 
自分の好きな事・遊びの中から成長発達に働きかける活動を提供していきます。製作・戸外活動等を通して感覚や認知機能を促していきます。 

 

言 語 
コミュニケーション 

声や行動で表情等言語以外の方法で伝える事を取り入れて行っていきます。又、絵本の読み聞かせで「見る・聞く」、遊びを通して物のやり取りや順番を守るなどの意識を高めてい

きます。 

人 間 関 係 
社 会 性 

日々のあいさつや声掛けを繰り返し行う事で信頼関係を深めていきます。お友達と同じお部屋で過ごすことでお友達を意識できるようにしていきます。 

 

家 族 支 援 
ご家族のレスパイトを担う為、お預かりニーズを臨機応変に行うように

努めています。困りごと、連絡等 LINE ツールを活用し迅速な対応を行

います。 

移 行 支 援 

進級、進学等のライフステージ移行の情報提供を行いきます。 

 

 

地域支援・地域連携 
関係機関（学校、相談事業所等）と情報共有、連携を行います。ご家族

と懇談実施を行い、情報や取り組みをご家族にフィードバックできる支

援を行いきます。 

職 員 の 質 の 向 上 

全職員を対象にした職員研修会（外部講習）の実施。固定概念に捉わ

れる事なく新しい発想で取り組み、チェレンジしながらサービスの質

の向上に努める為に個々のスキルアップも図っていきます。 

主 な 行 事 等 
季節ごとの行事（おまつりごっこ、ハロウィン、クリスマス等）の実施、季節ごとの製作、通常の活動で季節を感じられる遊び（お散歩、水遊び、雪遊び等）、外出レク、クッキン

グ等を行っています。 

 

 


